数学　科（　数学Ⅱ　）学習指導略案
教育実習生名　　○○○○
授業担当者　　　○○○○
	 授業クラス
	○○HR
	 　　男　○　名
 　　　　　　　　計　○　名
 　　女　○　名
	 使用教室
	○HR

	 日時・時限
	 　　5月　26日　2時限
	 クラス編成
	 　　ＨＲ単位　　　選択科目別　　　習熟度


	 生　徒　観
	　理型クラスではあるが、数学を苦手としている生徒が多い。しかし、問題演習については積極的に行っている。挙手や質問といったものはあまりない。


	 単元名（配当時間）
	　第1章　式の計算と方程式　3．高次方程式　　　　　　　　　　　　　（13　時間）

	 本　時　の　教　材
	　2次方程式の解と係数の関係　[2次方程式の解の符号]　　　　　　　 （7　時間目）

	 本　時　の　目　標
	　2次方程式の実数解の符号の条件から、与式の定数の値の範囲を求めることができる。


	 過
 程
	 　　　　学習内容
	 　　　生徒の活動
	 教師の活動と
 　　指導上の留意点
	 評価の観点・
 　　　方法等
	 時
 間

	 導
 入
	前回の復習。
	
	　2つの数α,βを解とする2次方程式は
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の係数を1とすると以下のように表せる。
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	条件により、定数の値の範囲が変化することを理解している。

［知識・理解］

問題文の条件から、定数の値の範囲を求めることができる。

［技能・表現］
	3

分

	 展
 開
	例題19を説明する。

問33を解く。

2次方程式の異なる2つの実数解の符号の条件を説明する。

例題20を説明する。

問34を解く。


	発問に対して答える。

問33を解く。
指名された生徒は黒板に解答を書く。
説明や指示に対して、発言や活動をする。

発問に対して答える。

説明や指示に対して、発言や活動をする。

問34を解く。

指名された生徒は黒板に解答を書く。
	解と係数の関係から
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の解の和と解の積を求めることで
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を解とする2次方程式を作れることを示す。
求めた2次方程式の係数が分数ならば、整数にするように指導する。
解の符号により、判別式・解の和・解の積の符号がどう変化するかを示す。
α,βが異符号のとき、Ｄ>0が成り立つことを示す。
解の符号の条件が、問題文とは異なる場合についても説明する。

問34は、問題文の条件により、定数の値の範囲がどのように変化するかを確認させる。
	
	10

分

	
	
	
	
	
	35

分

	 ま
 と
 め
	2次方程式の解の符号の条件により、判別式・解の和・解の積の条件が定まることを、もう1度説明する。

次回の授業内容の予告をする。
	説明や指示に対して、発言や活動をする。


	
	
	2　分


【本時の評価と手だて】

　・2次方程式の実数解の符号の条件により、判別式・解の和・解の積の条件が異なることが理解できた。

　・2次方程式の実数解の符号の条件を用い、与式の定数の範囲を求めることができた。
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